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我
が
国
の
教
員
の
指
導
環
境
の
現
状
と
課
題

―
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
４
が
示
す
も
の
―

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
去
る
10
月
７
日
の
午
前
10
時
（
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
同
９
時
）
に
、
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
（
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
２
０
２
４
）
の
結
果
を
、
世
界
同
時
配
信
の

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
公
表
し
た
。
当
日
、
大
学
で
の
授
業
時

間
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
間
帯
に
重
な
っ
た
た
め
、
学
生

と
と
も
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
視
聴
し
、
日
本
の
教
員
を
取

り
巻
く
指
導
環
境
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る

機
会
と
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
は
、
５
年
毎
に
実
施
さ
れ

る
教
員
の
勤
務
環
境
に
関
す
る
大
規
模
国
際
調
査
で
、

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
１
年
遅
れ
で
実
施
さ
れ
、
55

の
国
や
教
育
シ
ス
テ
ム
が
参
加
し
た
。
過
去
の
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｓ
２
０
１
３
で
は
、
教
員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て
、

参
加
国
の
平
均
値
38
時
間
に
対
し
、
日
本
は
54
時
間
で
、

29
時
間
の
イ
タ
リ
ア
や
チ
リ
の
２
倍
近
い
数
値
で
あ
る

こ
と
は
判
明
し
衝
撃
が
走
っ
た
。
こ
の
知
見
は
、
現
在

の
「
働
き
方
」
改
革
推
進
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

　

今
回
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
教
育
省
を
主
会
場
に
開
催
さ

れ
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
同
国
教
育
大
臣
の
祝
辞
や
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
武
内
良
樹
事
務
次
長
の
挨
拶
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
責
任
者
で
あ
る
リ
・
リ
ュ
ー
チ
ェ
ン
氏
が
調
査
結

果
を
報
告
し
た
。
同
氏
は
、
自
身
が
太
平
洋
の
島
国
・
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
マ
ジ
ュ
ロ
環
礁
に
あ
る
高
校
の
教
員
と

し
て
勤
務
し
た
こ
と
に
触
れ
、
当
時
は
常
に
孤
独
を
感

じ
て
い
た
と
語
っ
た
。
教
員
と
い
う
職
業
は
ど
の
国
に

も
あ
り
、
誰
も
が
知
る
職
業
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

教
員
は
孤
立
し
て
過
ご
し
て
お
り
、
こ
の
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ

の
結
果
は
そ
ん
な
教
員
の
声
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。 

　

調
査
結
果
で
目
を
引
い
た
の
は
、
世
界
的
に
教
員
が

不
足
し
て
お
り
、
日
本
の
教
員
の
勤
務
時
間
は
前
回
調

査
に
比
べ
短
縮
し
た
も
の
の
、
参
加
国
中
で
最
長
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、勤
務
時
間
の
半
分
以
上
は
、

教
え
る
人
（Teacher

）
が
担
う
教
室
で
の
指
導
以
外
に

割
か
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の

30
歳
未
満
の
若
手
教
員
は
、
ほ
ぼ
５
人
に
１
人
の
割
合

で
、
５
年
以
内
に
教
職
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果
も
示
さ
れ
た
。
令
和
６
年

８
月
27
日
の
中
教
審
答
申
に
基
づ
く
教
員
の
職
務
環
境

の
改
善
が
進
む
中
、
国
際
比
較
に
よ
る
今
回
の
結
果
は
、

教
育
改
革
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
監
事

筑
波
大
学
人
間
系
教
授

清
水
　
美
憲
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総
会
で
は
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告

と
２
０
２
５
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認
さ

れ
た
。

　

新
年
度
事
業
と
し
て
は
、
教
科
書
著
作
権
協
会
と

の
ル
ー
ル
改
定
周
知
、
学
校
用
教
材
の
著
作
権
に
関

す
る
活
動
、
学
校
教
材
調
査
会
（
小
学
校
）
の
実
施
、

学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
広
報
活
動
の
充

実
、
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
、
教
育
行
政
の
動
向

へ
の
対
応
や
働
き
か
け
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

○
小
・
中
学
部
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
も
開
催

　

総
会
前
に
、
新
年
度
第
１
回
小
・
中
学
部
会
、
出

版
社
代
表
者
会
議
を
開
き
、
日
図
協
役
員
体
制
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。
な
お
、
小
学
部
会
の
正
副
部

会
長
を
次
の
通
り
選
出
し
、
中
学
部
会
に
つ
い
て
は

次
回
の
会
議
で
選
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
小
学
部
会
】

【
小
学
部
会
】

　

部

会

長
：
高
橋
直
樹
日
本
標
準
社
長

　

副
部
会
長
：
水
谷
泰
三
文
溪
堂
社
長

＊
　

＊
　

＊

９
月
17
日

日
中
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
末

吉
愛
典
正
進
社
中
学
編
集
部
部
長
）
で

は
、
第
５
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」

で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共

同
許
諾
申
請
業
務
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
著
作
権
管
理
、
教
育
行
政
の
動
向

や
今
後
の
在
り
方
、
教
材
の
複
製
や
公

衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対

応
、
広
報
活
動
、
校
務
支
援
・
採
点
支

援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
転
売
対
策
、

　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻
村
哲
夫
会
長
）

で
は
、
９
月
25
日
に
東
京
都
・
文
京
区
の
「
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
常
総
会
を
開
い
た
。
新
年
度

の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
策
定
し
た
。

日
第
１
０
９
回
通
常
総
会
開
催

新
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
を
決
定

日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と

検
討
を
行
っ
た
。

10
月
１
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
で
は
、
第
１
回
部
長
会
を
「
協

会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
正
副
幹
事
長
の
選
任
を

行
い
、
幹
事
長
に
日
本
標
準
・
矢
田
恵
理
子
取
締
役
企

画
編
集
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
副
幹
事
長
に
文
溪
堂
・
大

前
智
宏
編
集
部
長
を
選
任
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
教
著
協

と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業
務
、
学
校
教
材
調
査
会

事
業
、
教
育
行
政
の
動
向
や
教
材
の
在
り
方
、
教
材
の

複
製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、

広
報
活
動
、
校
務
支
援
・
採
点
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対

応
、
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
状
況
確
認

と
検
討
を
行
っ
た
。

日本図書教材協会 総会

上：中学校編集部長会
下：小学校編集部長会
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一
般
社
団
法
人
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
「
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
」
で
、
９
月
25
日
に
運
営
委
員
会
、
幹
事
会
、
出
版
社
代
表
者
会
議
、
第
19
回
通
常
総
会
を
、
翌
26
日
に
協

会
長
会
議
を
開
き
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
５
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

全
通
常
総
会
、
協
会
長
会
議
等
を
開
催

学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動
な
ど

２
０
２
５
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
９
項
目
を
承
認

○
事
業
・
決
算
報
告

　

２
０
２
４
年
度
は
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
開

催
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
１
件
、
静
岡
県
協
会
１
件
）
、
教

材
士
研
修
制
度
・
基
礎
コ
ー
ス
講
座
の
運
用
、
学
校

と
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
や
り
取
り
の
慣
行
の
見
直
し
を
受

け
た
対
応
検
討
（
学
校
現
場
の
現
状
や
課
題
の
情
報

収
集
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
代
替
と
な
る
当
面
の
対
応
事
例
の

共
有
、
学
校
か
ら
の
注
文
シ
ス
テ
ム
の
開
発
検
討
等
）
、

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全
販
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
と
運

用
、
文
科
省
と
の
連
携
や
有
識
者
会
議
へ
の
参
画
、
対

外
宣
伝
活
動
（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携
等
）
、
学
校
用
教
材
の
採

用
促
進
の
た
め
の
活
動
（
学
校
に
お
け
る
教
材
採
用
に

関
す
る
要
望
書
の
教
育
委
員
会
へ
の
送
付
、
一
斉
採
用

の
重
要
性
に
関
す
る
方
針
を
示
し
た
文
書
の
作
成
と

対
外
的
な
発
信
等
）
、
ブ
ロ
ッ
ク
小
・
中
学
部
会
長
会

議
の
取
り
組
み
（
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、

自
治
体
等
に
よ
る
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

情
報
共
有
等
）
、
販
売
店
向
け
各
種
制
度
（
生
命
共
済
、

総
合
補
償
、
福
利
厚
生
）
の
実
施
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び

協
会
事
業
へ
の
協
力
等
が
主
な
活
動
と
な
り
、
そ
の
ほ

か
の
事
業
も
計
画
通
り
進
め
ら
れ
た
。

○
事
業
計
画
・
予
算

　

２
０
２
５
年
度
は
、
前
年
度
の
事
業
計
画
を
踏
襲
し

つ
つ
、
主
な
事
業
と
し
て
次
の
９
項
目
を
推
進
し
て
い

全国図書教材協議会　総会
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く
こ
と
を
承
認
し
た
。

①
会
員
並
び
に
従
業
員
の
知
識
及
び
質
的
向
上
の
た

め
の
研
究
と
研
修

②
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
し
て
協
会
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
の
整
理
と
対
策

③
学
校
用
教
材
の
採
用
促
進
の
た
め
の
活
動

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
と
の
連
携

⑤
会
員
販
売
店
向
け
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
「
全
販
シ
ス

テ
ム
」
の
運
用
と
改
善
、
加
入
促
進

⑥
学
校
用
教
材
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
経
由
し
た

転
売
行
為
へ
の
対
策

⑦
教
師
等
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
へ
の
支
援

⑧
日
本
教
材
学
会
と
の
連
携
と
、
活
動
へ
の
積
極
的
な

参
加

⑨
小
・
中
学
業
界
の
諸
課
題
の
協
議
を
踏
ま
え
た
各
種

取
り
組
み
の
推
進

○
役
員
改
選

　

今
年
度
は
役
員
任
期
期
間
だ
が
、
出
版
社
代
表
者
の

交
替
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
っ

た
（
５
ペ
ー
ジ

参
照
）
。

◇
幹
事
会

　

ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
で
構
成
す

る
幹
事
会
で
は
、

各
事
業
の
進
捗

状
況
の
確
認
の

ほ
か
、
ブ
ロ
ッ

ク
助
成
金
の
分
配
の
承
認
、
協
会
長
会
議
の
運
営
方
針

の
検
討
、
学
校
か
ら
の
注
文
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

◇
運
営
委
員
会

　

運
営
委
員
会
で
は
、
総
会
の
進
行
や
担
当
理
事
か
ら

の
主
な
事
業
の
報
告
内
容
、
２
０
２
５
年
度
主
な
事
業

の
具
体
案
の
担
当
理
事
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

◇
協
会
長
会
議

　

講
演
会
と
分
科
会
の
二
部
構
成
で
開
催
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、

全
図
協
・
渡
部

竜
士
専
務
理
事

に
よ
る
「
教
育

行
政
の
動
向
と

こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
取
り
組

み
」
と
題
し
た

講
演
会
、
第
二

部
で
は
５
つ
の

テ
ー
マ
毎
に
わ

か
れ
て
分
科
会

を
行
っ
た
。

【
分
科
会
テ
ー
マ
】

【
分
科
会
テ
ー
マ
】

	・
ブ
ロ
ッ
ク
・
協
会
運
営

	・
小
規
模
校
対
策

	・
教
師
用
の
取
り
扱
い

	・
研
修
会
の
企
画
運
営

	・
協
会
運
営
の
た
め
の
次
世
代
育
成

	・
自
治
体
・
教
委
・
議
員
へ
の
働
き
か
け

協会長会議（第一部）

幹事会

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学
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０
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協会長会議（分科会）

一般社団法人全国図書教材協議会

　2025 年度役員名簿
（敬称略）

役　職 氏　名 摘　要

会　　長
（代表理事）

細谷 美明 元全日本中学校長会会長

副 会 長
（代表理事）

川上 忠男 東  海ブロック（静岡県協会会長）

〃 金井 　肇 株式会社正進社代表取締役社長

専務理事
（理　事）

渡部 竜士 兼事務局長

常任理事
（理　事）

狩野 正樹 北関東ブロック（群馬県協会会長）

〃 向畑 勇一 近  畿ブロック（大阪府小学協会会長）

〃 中井 　寛 九  州ブロック（長崎県協会会長）

〃 池上 佳嗣 株式会社五ツ木書房代表取締役社長

〃 則岡 秀卓 株式会社図書文化社代表取締役社長

〃 高橋 直樹 株式会社日本標準代表取締役社長

理　　事 山城 晋一 北海道ブロック（北海道協会会長）

〃 其田 　繁 東  北ブロック（青森県協会会長）

〃 依田 　誠 南関東ブロック（東京都中学協会会長）

〃 清沢 伸之 北信越ブロック（富山県協会会長）

〃 松岡 　幹 中  国ブロック（岡山県協会会長）

〃 井上 哲也 四  国ブロック（徳島県協会会長）

〃 村上 洋平 青葉出版株式会社代表取締役社長

〃 児玉 　紳 株式会社学宝社代表取締役社長

〃 森 　達也 株式会社教育同人社代表取締役社長

〃 長谷川知彦 株式会社光文書院代表取締役社長

〃 佐々木秀樹 株式会社秀学社代表取締役社長

〃 藤田 毅志 株式会社新学社取締役副社長

〃 星沢 卓也 東京法令出版株式会社代表取締役社長

〃 浜島 拓央 株式会社浜島書店代表取締役社長

監　　事 宮台賢一郎 神奈川県中学図書教材協会会長

〃 水谷 泰三 株式会社文溪堂代表取締役社長

　今年度も８月１日より会員販

売店と加盟出版社を対象に実施

しています。講座の追加などリ

ニューアルを行い、全会員向け

の無料講座（特別講座）の開講

も予定しています。

講座内容の詳細、受講のお申込み
は協会ホームページよりお願いし
ます。

教材士研修制度　教材士研修制度　
基礎コース講座基礎コース講座

開講中！開講中！

※ 2024 年度事業報告・2025

年度事業計画の概要は 247

号で掲載予定のほか、詳しい

事業報告・計画、予算、決算は、

協会ホームページ（https://

nit.or.jp）に掲載しています。

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

１　

『M
y
 
A
B
C

』
シ
リ
ー
ズ
で
学
べ
る
こ
と

　

英
語
教
材
『M

y
 
A
B
C

』
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
５
年
生

向
け
の
『M

y
 
A
B
C

』
と
６
年
生
向
け
の
『M

y
 
A
B
C

＋
』

が
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
・
小
文
字
か

ら
、
自
分
の
こ
と
を
表
現
で
き
る
こ
と
ば
ま
で
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
、
読
ん
だ

り
し
な
が
ら
、
書
く
練
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
豊
か
な
感
覚
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
こ
と

ば
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、紙
面
に
は
二
次
元
コ
ー
ド
が
載
っ
て
い
る
の
で
、

自
然
と
し
っ
か
り
英
語
力
が
身
に
つ
い
て
い
く

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 183 回

い
つ
で
も
練
習
す
る
こ
と
ば
の
音
声
を
確
認
で
き
ま
す
。

２　

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の
学
習
展
開

　

『M
y
 
A
B
C

』
シ
リ
ー
ズ
は
、
次
に
挙
げ
る
３
つ
の
段

階
的
な
構
成
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

①
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

①
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

　

ゲ
ー
ム
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
音
を
声
に
出
し
た

り
、
作
業
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
無
理
な
く
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
文
字
の
発
音
や
形
を
覚
え
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
に
は
、
付
録
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
カ
ー
ド
を

使
い
ま
す
。

②
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

②
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

　

Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
名
称
読
み
や

音
読
み
を
聞
い
た
り
、
大
文
字
・
小
文
字
を
書
く
練
習

を
し
た
り
し
ま
す
。

　

音
声
に
つ
い
て
はa

n
t

とa
p
p
l
e

とa
s
t
r
o
n
a
u
t

の

よ
う
に
、
ａ
で
始
ま
る
複
数
の
こ
と
ば
を
連
続
し
て
聞

㈱日本標準

『言えたよ 書けたよ My ABC』

シリーズ（５・６年）

㈱日本標準

教育企画編集部

アルファベットカードとアルファベット・カードゲームのページ（『My ABC』）
ゲームのやり方

〈例〉 ・「ならべゲーム」→ A から Z まで、声に出しながらカードをおいていく。
　　 ・「かたづけゲーム」→ならべたカードをクラスで順番に声に出しながら、

かたづける。
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く
こ
と
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
ど
ん
な
音
を
表
し
て

い
る
か
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
こ
と
ば

③
こ
と
ば

　

「
色
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
」
、「
学
校
行
事
」
な
ど
、
ジ
ャ

ン
ル
毎
に
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
ば
を
書
く
練
習
を
し

ま
す
。
そ
し
て
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
最
後
で
は
、
友
だ
ち

と
交
流
し
な
が
ら
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
文
で
表
現

し
ま
す
。
学
年
の
終
わ
り
に
は
、
使
え
る
こ
と
ば
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
１
ペ
ー
ジ
毎
に
す
べ
て
の
こ
と
ば
を
書
き
進

め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
書
い
て
み

た
い
と
思
う
も
の
か
ら
練
習
す
る
の
も
お
す
す
め
で

す
。
自
分
で
こ
と
ば
を
選
ぶ
と
、
一
つ
ず
つ
語
彙
が
増

え
て
い
く
過
程
を
楽
し
み
、
成
長
を
実
感
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

①
～
③
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
、
着
実
に
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

今
後
の
英
語
学
習
の
土
台
と
な
る
一
冊

　

小
学
校
高
学
年
で
教
科
と
し
て
英
語
を
学
び
始
め
、

中
学
校
で
は
、
そ
の
学
び
を
広
げ
、
深
め
て
い
き
ま
す
。

小
学
校
で
は
、
英
語
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
英
語
へ
の

興
味
・
関
心
の
基
礎
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
意
欲
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
引
き
出
し
て
、

今
後
の
英
語
学
習
に
い
か
す
こ
と
の
で
き
る
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
な
じ
み
が
あ
る
こ
と
ば
の
練
習

①
な
じ
み
が
あ
る
こ
と
ば
の
練
習

　

日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
身
近
な
こ
と
ば
を
練
習
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
に
は
か
わ
い
ら
し
い
イ
ラ

ス
ト
が
つ
い
て
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
々
の
く
ら
し
と
結
び
つ
け
や
す

く
、
学
習
意
欲
が
高
ま
り
ま
す
。

②
英
語
へ
の
抵
抗
感
を
和
ら
げ
る
工
程

②
英
語
へ
の
抵
抗
感
を
和
ら
げ
る
工
程

　

英
語
を
学
習
し
始
め
た
ば
か
り
の
子
ど
も
た
ち
も
、

取
り
組
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
と
ば

「
色
」
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
友
だ
ち
の
好
き
な
色
を
ぬ
る

箇
所
が
あ
り
ま
す
。
英
語
の
練
習
で
は
な
い
活
動
を
は

さ
む
こ
と
で
、
英
語
に
苦
手
意
識
を
も
つ
こ
と
を
防
ぎ

ま
す
。

　

『M
y
 
A
B
C

』
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

向
上
心
を
も
っ
て
英
語
を
学
ぶ
土
台
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
今
、

英
語
教
育
が
も
つ
可
能
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
学
び
を

力
に
、
自
ら
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

③
友
だ
ち
と
の
楽
し
い
交
流

③
友
だ
ち
と
の
楽
し
い
交
流

　

紙
面
に
は
、
自
分
が
好
き
な
も
の
、
友
だ
ち
が
好
き

な
も
の
、
ク
ラ
ス
で
好
き
だ
っ
た
人
が
多
か
っ
た
も
の

な
ど
を
書
く
箇
所
が
適
宜
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
英
語
表
現
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ことば「色」のページ
（『My ABC』）

友だちの好きな色をぬることで、
英語への抵抗感が和らぐ。

ことば「学校行事」のページ（『My ABC ＋』）
友だちと思い出にのこっている学校行事をたずね合い、書く。
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ル
」
、
③
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

小
・
中
学
部
会
の
報
告
や
全
図
協
事
業
の
取
り
組
み

を
確
認
。

　

総
会
後
に
、
「
２
０
２
５
年
度
新
学
期
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
状
況
と
結
果
報
告
お
よ
び
今
後
の
対
策
」
と
題
し

た
研
修
会
を
開
催
し
、
各
支
部
よ
り
各
自
治
体
の
現
状

や
来
年
度
に
向
け
た
対
策
を
発
表
。

◆
広
島
県
協
会
（
箱
田
博
司
会
長
）

　

今
年
度
も
自
主
基
準
の
徹
底
な
ど
を
事
業
計
画
に

　

①
８
月
８
日
、
②
広
島
市
「
広
島
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ
ル
」
、
③
教
育
同
人
社
・
足
立
和
也

執
行
役
員
。

　

自
主
基
準
の
徹
底
、
会
員
や
社
員
の
研
鑽
並
び
に
次

世
代
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施
、
直

販
シ
ス
テ
ム
の
堅
持
と
理
解
な
ど
を
事
業
計
画
に
。

◆
鳥
取
県
協
会
（
田
村
昌
三
会
長
）

　

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
取
り
組
み
を
報
告

　

①
８
月
８
日
、
②
倉
吉
市
「
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
」
、

③
光
文
書
院
・
市
川
文
彦
営
業
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
。
会
費

未
納
販
売
店
へ
の
督
促
等
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
。

◆
福
岡
県
協
会
（
吉
原
賢
太
郎
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会
を
開
催

　

①
８
月
８
日
、
②
福
岡
市
「
八
仙
閣
」
、
③
全
図
協
・

渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

小
・
中
学
部
会
の
報
告
の
ほ
か
、
各
支
部
か
ら
の
活

動
報
告
や
全
図
協
事
業
を
確
認
。

　

総
会
後
に
、
赤
坂
門
法
律
事
務
所
・
瓜
生
修
一
弁
護

◆
福
井
県
協
会
（
玉
川
弦
治
会
長
）

　

協
会
規
約
の
一
部
改
定
を
承
認

　

①
８
月
３
日
、
②
小
浜
市
「
若
杉
末
広
亭
」
。

　

年
会
費
の
納
入
等
に
関
す
る
協
会
規
約
の
一
部
改

定
を
承
認
。
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
Ｃ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
販
売

店
向
け
研
修
会
企
画
に
つ
い
て
検
討
。

◆
岩
手
県
協
会
（
熊
谷
佐
智
夫
会
長
）

　

自
治
体
採
択
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
動
向
に
つ
い
て
情

　

報
交
換

　

①
８
月
７
日
、
②
「
ホ
テ
ル
大
観
」
、
③
図
書
文
化
社
・

二
階
堂
知
広
取
締
役
営
業
部
長
。

　

新
学
期
に
自
治
体
で
採
択
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
教
材

の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
静
岡
県
協
会
（
川
上
忠
男
会
長
）

　

総
会
後
に
研
修
会
を
開
催

　

①
８
月
７
日
、
②
静
岡
市
「
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

［
①
開
催
月
日
、
②
開
催
場
所
、
③
出
版
社
（
代
表
）
と
事
務

局
な
ど
の
出
席
者
］

※　

７
～
９
月
に
開
催
さ
れ
た
各
都
道
府
県
協
会
の

総
会
の
様
子
を
３
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
。
出

席
会
員
数
は
「
都
道
府
県
協
会
の
総
会
を
ふ
り

返
っ
て
（
10
～
12
ペ
ー
ジ
」
で
ま
と
め
て
報
告
し

ま
す
。

都
道
府
県
協
会
総
会
報
告
【
３
】

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊
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士
に
よ
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
。

◆
大
分
県
協
会
（
高
野
哲
久
会
長
）

　

支
部
構
成
の
再
編
を
承
認

　

①
８
月
８
日
、
②
大
分
市
「
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
」
、

③
東
京
法
令
出
版
・
福
岡
隆
昭
九
州
支
社
長
、
全
図
協
・

宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

各
支
部
か
ら
の
活
動
報
告
や
10
月
に
予
定
し
て
い

る
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
研
修
会
へ
の
参
加
協
力
を
要

請
。
支
部
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
支
部
構
成
の
再
編

を
承
認
。

　

総
会
後
に
宍
戸
事
務
局
次
長
に
よ
る
「
教
育
行
政

の
動
向
と
全
図
協
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
。

◆
香
川
県
協
会
（
熊
野
晃
彦
会
長
）

　

教
材
費
の
集
金
遅
延
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
８
月
９
日
、
②
高
松
市
「
高
松
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」
。

　

教
材
費
の
集
金
遅
延
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

早
期
代
金
回
収
の
お
願
い
文
書
の
作
成
を
検
討
。

◆
岡
山
県
協
会
（
松
岡
幹
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会
を
開
催

　

①
８
月
19
日
、
②
岡
山
市
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き

び
」
、
③
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

全
図
協
事
業
へ
の
協
力
要
請
の
ほ
か
、
業
界
の
諸
課

題
に
つ
い
て
情
報
共
有
。

　

総
会
後
に
渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
教
育
行
政
の
動

向
と
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
。

◆
福
島
県
協
会
（
阿
部
英
紀
会
長
）

　

自
主
基
準
の
徹
底
等
を
確
認

　

①
８
月
20
日
、②
郡
山
市
「
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」、

③
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　

自
治
体
採
択
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
県
独
自
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
自
主
基
準
の
徹

底
や
支
部
活
動
の
強
化
を
確
認
。

◆
富
山
県
協
会
（
清
沢
伸
之
会
長
）

　

役
員
手
当
に
関
す
る
規
約
を
一
部
改
定

　

①
８
月
20
日
、
②
富
山
市
「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や

ま
」
、
③
学
宝
社
・
南
谷
圭
祐
取
締
役
営
業
部
長
。

　

役
員
手
当
に
関
す
る
規
約
の
改
定
を
承
認
。

◆
兵
庫
県
協
会
（
喜
多
雅
吉
会
長
）

　

小
・
中
学
部
会
を
開
催

　

①
８
月
21
日
、
②
姫
路
市
「
姫
路
商
工
会
議
所
」
、

③
学
宝
社
・
南
谷
圭
祐
取
締
役
営
業
部
長
。

　

教
師
用
書
の
公
費
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見

交
換
。
小
・
中
学
部
会
を
並
行
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
。

◆
宮
城
県
協
会
（
高
橋
充
会
長
）

　

協
会
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

　

①
８
月
22
日
、
②
本
吉
郡
「
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
」
。

　

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
会
員

数
を
増
や
す
方
策
に
つ
い
て
協
議
し
、
継
続
検
討
し
て

い
く
こ
と
に
。

◆
青
森
県
協
会
（
其
田
繁
会
長
）

　

早
期
代
金
支
払
い
文
書
の
継
続
実
施
を
承
認

　

①
８
月
23
日
、
②
八
戸
市
「
一
路
亭
（
ア
パ
ホ
テ
ル

本
八
戸
内
）
」
。

　

早
期
代
金
支
払
い
の
お
願
い
文
書
事
業
継
続
実
施

を
承
認
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
報
告
。
来
年
度
の
総
会

に
向
け
て
周
年
行
事
の
企
画
を
協
議
。

◆
佐
賀
県
協
会
（
柴
田
健
彦
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
８
月
24
日
、
②
武
雄
市
「
ホ
テ
ル
春
慶
屋
」
。

　

各
地
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
や
学

校
現
場
で
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
導
入
状
況
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
。

◆
北
海
道
協
会
（
山
城
晋
一
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会
を
開
催

　

①
９
月
６
日
、
②
札
幌
市
「
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
、

③
図
書
文
化
社
・
二
階
堂
知
広
取
締
役
営
業
部
長
、
全

図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
。

　

事
業
計
画
と
し
て
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

へ
の
参
加
な
ど
を
承
認
。

　

総
会
後
に
は
、
第
一
部
と
し
て
渡
部
専
務
理
事
に
よ

る
「
教
育
行
政
の
動
向
と
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の

取
り
組
み
」
、
第
二
部
と
し
て
吉
岡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ

ル
ー
プ
・
菊
池
洋
介
氏
に
よ
る
「
採
用
難
、
人
件
費
高

騰
、
高
年
齢
化
に
直
面
す
る
経
営
者
の
た
め
の
実
践
的

人
事
方
策
」
と
題
す
る
講
演
会
を
開
催
。

　

　

＊

＊

＊

＊

＊
　

　

　

次
の
協
会
で
は
書
面
開
催
の
報
告
が
あ
り
、
事
業
計

画
・
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
和
歌
山
県
協
会
（
田
村
洋
一
会
長
）
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今
年
の
各
協
会
の
通
常
総
会
は
、
７
月
19
日
の
東
京

都
（
小
学
）
を
皮
切
り
に
、
北
海
道
の
９
月
６
日
ま
で
、

沖
縄
県
を
除
く
49
協
会
で
開
か
れ
た
。

◆
48
協
会
で
通
常
開
催

　

通
常
開
催
は
48
協
会
で
、
活
発
な
協
議
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
和
歌
山
県
で
は
書
面
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
出
版
社
・
事
務
局
よ
り
の
べ
50
名
が
出
席

　

各
協
会
の
総
会
に
出
版
社
と
全
図
協
事
務
局
か
ら

出
席
し
た
人
数
は
、
の
べ
50
名
に
達
す
る
。
昨
年
は
44

名
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
担
当
出
版
社
に
出
席
を
要
請
し
な
か
っ
た
の

は
21
協
会
。
な
お
、
事
務
局
か
ら
出
席
し
た
の
は
、
北

海
道
、
秋
田
県
、
群
馬
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
（
小
学
）、

東
京
都
中
学
、
神
奈
川
県
（
小
学
）、
神
奈
川
県
中
学
、

静
岡
県
、
三
重
県
、
長
野
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
岡

山
県
、
福
岡
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
の
17
協
会
で
あ
る
。

◆
総
会
で
の
主
な
協
議
事
項

　

各
協
会
で
は
こ
こ
数
年
来
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
よ

る
学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
動
向
な
ど
を
中
心
に
協

議
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
図
協
事
業
や
ブ
ロ
ッ
ク
小
・

中
学
部
会
長
会
議
の
取
り
組
み
の
周
知
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
学
校
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
見
直
し
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
、
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
、

地
域
社
会
貢
献
事
業
の
実
施
、
研
修
会
企
画
、
ブ
ロ
ッ

都
道
府
県
協
会
の

　
　
　

総
会
を
ふ
り
返
っ
て

ク
の
事
業
へ
の
協
力
、
自
主
基
準
の
再
確
認
、
協
会
運

営
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

◆
講
演
会
・
研
修
会
は
14
協
会
、
一
泊
は
５
協
会

　

総
会
と
合
わ
せ
て
講
演
会
・
研
修
会
を
開
い
た
の
は

次
の
13
協
会
。

　

▽
北
海
道
…
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
に
よ
る

「
教
育
行
政
の
動
向
と
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
取
り

組
み
」
、
吉
岡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
・
菊
池
洋
介

氏
に
よ
る
「
採
用
難
、
人
件
費
高
騰
、
高
年
齢
化
に
直

面
す
る
経
営
者
の
た
め
の
実
践
的
人
事
方
策
」
と
題
し

た
講
演
会
、
▽
秋
田
県
…
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務

局
次
長
に
よ
る
「
学
校
用
教
材
の
市
場
の
変
化
と
協

会
活
動
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
群
馬
県
…
全
図
協
・

宍
戸
事
務
局
次
長
に
よ
る
「
教
育
行
政
の
動
向
に
つ
い

て
～
自
治
体
採
択
デ
ジ
タ
ル
教
材
に
よ
る
市
場
の
変

化
～
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
埼
玉
県
…
一
般
財
団
法

人
総
合
初
等
教
育
研
究
所
・
北
俊
夫
参
与
に
よ
る
「
今

後
の
教
育
業
界
の
動
向
～
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の

方
向
性
～
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
千
葉
県
、
三
重
県
、

長
野
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
岡
山
県
…
全
図
協
・
渡

部
専
務
理
事
に
よ
る
「
教
育
行
政
の
動
向
と
こ
れ
か
ら

の
私
た
ち
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
静

岡
県
…
デ
ジ
タ
ル
教
材
対
策
研
修
会
、
▽
福
岡
県
…

赤
坂
門
法
律
事
務
所
・
瓜
生
修
一
弁
護
士
に
よ
る
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
会
、
▽
大
分

県
…
全
図
協
・
宍
戸
事
務
局
次
長
に
よ
る
「
教
育
行
政

の
動
向
と
全
図
協
の
取
り
組
み
」
と
題
し
た
講
演
会
、

▽
鹿
児
島
県
…
東
京
法
令
出
版
・
福
岡
隆
昭
九
州
支
社

長
に
よ
る
「
業
界
の
現
状
と
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
演
会
。

　

ま
た
、
総
会
の
前
後
に
懇
親
会
を
開
い
た
の
は
29
協
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会
で
、
こ
の
う
ち
一
泊
懇
親
会
は
５
協
会
（
青
森
県
、

岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
井
県
、
長
崎
県
）
で
あ
っ
た
。

◆
会
長
交
代
は
２
協
会

　

今
年
は
ほ
と
ん
ど
の
協
会
が
２
年
間
の
役
員
任
期

期
間
中
で
あ
る
た
め
役
員
改
選
が
な
か
っ
た
が
、
東
京

都
（
小
学
）
、
熊
本
県
で
は
会
長
の
交
代
が
あ
っ
た
。

【
各
都
道
府
県
協
会
の
特
徴
あ
る
活
動
に
つ
い
て
】

◎
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
会
員
間
の
親
睦
事
業
を

◎
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
会
員
間
の
親
睦
事
業
を

行
っ
て
い
る
主
な
協
会

行
っ
て
い
る
主
な
協
会

　

▽
茨
城
県
…
「
地
域
会
」
の
開
催
や
青
年
部
の
活
動
、

▽
群
馬
県
…
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
▽
埼
玉
県
…

親
睦
行
事
の
開
催
、
▽
千
葉
県
…
懇
親
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
千
葉
の
教
育
を
語
る
会
及
び
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
▽

東
京
都
（
小
学
）
…
親
睦
行
事
の
開
催
、
▽
東
京
都
中

学
…
出
版
社
と
の
合
同
新
年
会
、
▽
静
岡
県
…
会
員
向

け
研
修
会
、
▽
愛
知
県
…
青
年
の
会
活
動
、
▽
三
重
県

…
社
員
向
け
研
修
会
、
▽
大
阪
府
中
学
…
出
版
社
と
の

合
同
新
年
会
や
青
年
部
の
活
動
、
▽
広
島
県
…
若
手
社

員
交
流
会
、
▽
福
岡
県
…
経
営
研
修
会
。

◎
対
外
宣
伝
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
教
委
な
ど
、

◎
対
外
宣
伝
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
教
委
な
ど
、

関
連
団
体
と
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
主
な
協
会

関
連
団
体
と
の
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
る
主
な
協
会

　

▽
北
海
道
…
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
へ
の

参
加
、
▽
福
島
県
…
県
交
通
遺
児
奨
学
基
金
及
び
い
の

ち
の
電
話
へ
の
寄
付
、
▽
群
馬
県
…
県
教
育
振
興
会
へ

の
寄
付
、
▽
埼
玉
県
…
Ｊ
Ｃ
Ｖ
へ
の
支
援
や
埼
玉
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
事
業
と
の
連
携
、
▽
山
梨
県
…
山
梨
み
ど

り
奨
学
会
へ
の
寄
付
、
▽
愛
知
県
…
世
界
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
文
房
具
等
の
物
品
提
供
、
▽
京
都
府
…
京
都
府

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
の
連
携
、
▽
広
島
県
…
教
師
の
タ
マ

ゴ
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
▽
山
口
県
…
教
材
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
▽
香
川
県
…
著
作
権
啓
発
運
動
、
▽
福
岡
県
…
著

作
権
啓
発
運
動
、
▽
長
崎
県
…
著
作
権
啓
発
シ
ー
ル
の

見
本
へ
の
貼
付
運
動
。

各都道府県協会の特徴ある活動　　　（10 月 20 日現在）

協会名 活動内容

北 海 道 

防犯ステッカー貼付事業実施 （道教委 ・ 道警後援） ｜読書感想文コンクール表彰へ

の参加｜教職員名簿への広告｜学校教材展示会の開催｜業界の明日を考える会の開

催

青 森 小 ・ 中学校あて 「早期代金お支払いのお願い」 文書送付

岩 手

秋 田 『地販地消』 チラシと地元業者からの販売強化案内文配布

山 形

宮 城 防犯ステッカー貼付事業実施｜ 「教材フェスティバルｉｎ宮城」 の開催

福 島
防犯ステッカー貼付事業実施 （県警後援） ｜県交通遺児奨学基金及びいのちの電話

への寄付｜ 『地販地消』 チラシの配布

茨 城
地区活動の活性化のための 「地域会」 の開催｜青年部を中心とした 「いばらきの会」

の開催

栃 木 若手社員親睦交流会の開催｜小規模校対策支援事業の実施

群 馬 防犯ステッカー貼付事業実施｜懇親ソフトボール大会の開催｜県教育振興会への寄付

埼 玉

県協会ホームページの運営｜防犯ステッカー添付事業実施｜認定ＮＰＯ法人世界の子

どもにワクチンを日本委員会 （ＪＣＶ） の活動参加｜協会ホームページからの会員証発

行システムの運用｜小規模校対策支援事業の実施｜コンプライアンス委員会の設置｜

親睦行事の開催

千 葉

防犯ステッカー貼付事業実施｜県協会ホームページの運営｜学校初任研等への参画

｜懇親ボウリング大会の開催｜自主的な安全パトロールの実施｜懇親ゴルフコンペの

開催

東 京 新学期用見本箱の助成｜協会員向け研修会の開催｜親睦行事の開催

東 京 中 出版社を交えての新年会の開催｜協会ホームページの運営

神 奈 川 防犯ステッカー貼付事業実施

神奈川中

山 梨 山梨みどり奨学会への寄付

静 岡 会員向け研修会の開催

愛 知
防犯ステッカー貼付事業実施｜ＮＰＯ法人を通じての世界の子どもたちへの文房具等

の物品提供事業｜青年の会活動

岐 阜 「県協会員活動」 の紹介と配布

三 重 ２年に一度、 社員を対象にした研修会の開催

長 野
会員向けメーリングリストの運用｜防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警後援）

｜代金早期支払い及び複写複製禁止文書の配布

新 潟 定期総会のほかに新年総会の開催

富 山 防犯ステッカー貼付事業実施 （県警後援）

石 川 防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警と協力）

福 井 防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警と協力） ｜協会員共通名札作成

滋 賀 滋賀県オリジナルＲｅＣｏ活動の実施

京 都

防犯ステッカー貼付事業実施｜京都府ＰＴＡ協議会主催 「親と子の三行詩カレンダー」

への京都府図書教材協会長賞の授与｜京都府ＰＴＡ協議会研究大会へのブース出展

｜協会員共通名札 （従業員も含めて） の作成、 配布

奈 良

大 阪 小 防犯ステッカー貼付事業実施｜図書教材展示会の開催

大 阪 中

出版社協会員合同の新年会の実施｜協会員有志による年１回の親睦会の実施｜協会

主催による教科書改訂期の出版社合同商品説明会の実施｜防犯ステッカー貼付事業

実施

和 歌 山

兵 庫

岡 山

広 島

防犯ステッカー貼付事業実施｜教師のタマゴ向けセミナーの開催｜ＩＣＴ情報化コーデ

ィネータ３級研修会の開催｜県協会要覧の作成｜ facebook を活用した県協会のホーム

ページと会員グループページの運営｜新学期情報交換会の開催｜若手社員交流会の

開催

鳥 取

島 根

山 口 「教材フェスティバルｉｎ山口」 の開催｜小規模校対策事業

香 川
防犯ステッカー貼付事業実施｜著作権啓発運動 （著作権Ｑ＆Ａパンフレット全校無料

配布 ・ 著作権講習会の開催等）

徳 島

愛 媛 防犯ステッカー貼付事業実施 （県教委 ・ 県警後援） ｜公平採択文書の送付

高 知

福 岡
防犯ステッカー貼付事業実施｜経営研修会の開催｜日図協加盟在福出版社との意見

交換会｜著作権啓発運動 （コピー防止ポスター配布）

佐 賀

長 崎 日図協加盟中学出版社合同説明会の開催｜著作権啓発シールの見本への貼付運動

熊 本

大 分

宮 崎 著作権啓発運動 （コピー防止ポスターの配布）

鹿 児 島 研修会 「未来にはばたけ」 の開催

沖 縄
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
10
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
正
式
な
教
科
書

と
し
て
２
０
３
０
年
度
に
も
導
入
さ
れ

る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

情
報
化
社
会
の
な
か
で
、
現
代
の
子

ど
も
た
ち
は
日
常
的
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
の
基
礎
と
な
る
教
科
書
も
本
格
的
に
デ
ジ
タ
ル

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
の
な
か
で
、
今
一
度
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
文
部
科
学
省
で
も
「
情
報
モ
ラ
ル
学
習
サ
イ
ト
」

と
い
う
、
子
ど
も
が
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
学
べ
る
サ

イ
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
を
利
用

し
な
が
ら
、
学
校
や
家
庭
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い

方
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
改
め
て
設
け
る
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
サ
）

編集
後記 ＝

都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

神
奈
川
県
（
小
学
）

　
　
　
　

･
･
･

イ
チ
ム
ラ
図
書
教
材
（
茅
ヶ
崎
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
市
村
眞
紀
子

　

山
梨
県･

･
･

㈱
山
紫
堂
（
甲
府
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
望
月
佑
一

　

宮
崎
県･

･
･

合
同
会
社
学
優
社
（
日
南
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
上
田
修
平

☆
退
会
社
☆

　

兵
庫
県
…
㈱
川
上
商
店
（
神
戸
市
）

（円）

2025 年度都道府県協会総会 出席状況一覧

協会名
会員数
（名）

委任含めた
出席者数
（名）

率
（％）

実質出席

者数（名）
率

（％）
協会名

会員数
（名）

委任含めた
出席者数
（名）

率
（％）

実質出席

者数（名）
率

（％）

北 海 道 38 38 100 16 42 滋　 　賀 13 13 100 8 62

青　 　森 24 22 92 8 33 京　 　都 22 22 100 18 82

岩　 　手 19 19 100 12 63 奈　　 良 11 10 91 7 64

秋　 　田 16 16 100 10 63 大 阪 小 37 36 97 23 62

山　 　形 20 20 100 18 90 大 阪 中 15 15 100 14 93

宮　 　城 11 11 100 10 91 和 歌 山 18 書面開催

福　　 島 21 21 100 17 81 兵　 　庫 60 57 95 38 63

茨　 　城 39 39 100 15 38 岡　 　山 24 24 100 14 58

栃　 　木 31 30 97 22 71 広　 　島 35 35 100 17 49

群　 　馬 28 28 100 21 75 鳥　 　取 10 10 100 7 70

埼　 　玉 56 55 98 35 63 島　 　根 17 17 100 9 53

千　 　葉 51 46 90 23 45 山　 　口 11 11 100 10 91

東　　 京 54 52 96 34 63 香　 　川 14 14 100 6 43

東 京 中 17 17 100 16 94 徳　 　島 13 13 100 7 54

神 奈 川 30 30 100 17 57 愛　 　媛 10 10 100 8 80

神奈川中 13 13 100 6 46 高　 　知 9 9 100 9 100

山　 　梨 15 15 100 11 73 福 　　岡 57 57 100 34 60

静　　 岡 18 18 100 8 44 佐　 　賀 19 17 89 11 58

愛　　 知 50 50 100 47 94 長　 　崎 25 25 100 11 44

岐　 　阜 23 21 91 15 65 熊　 　本 45 44 98 25 56

三　　 重 17 17 100 12 71 大　 　分 22 19 86 16 73

長 　　野 18 18 100 14 78 宮　 　崎 23 20 87 14 61

新 　　潟 29 26 90 23 79 鹿 児 島 37 35 95 13 35

富 　　山 14 14 100 12 86 沖　 　縄 5 　　　　― 　　― 　　　　― 　　―

石 　　川 20 20 100 10 50
計 1,236 　　　　― 　　  ― 　　　　― 　　  ―

福　　 井 12 12 100 7 58


